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愛媛県における昭和46年度の人力による田植面積は約251画で作付面積の90％を超え，（第１

表）稲作栽培に大きなウエイトを占めておりここしばらくの間は，人力による田植が主体をなし

ていくものと考えられる。

田植期における苗
第１表愛媛県における稲作の概況
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田イ個柄

註愛媛県農業改良課資料昭和46年度つともつ刀塾大で、,
その困鮭な場合には，多くの時間を要して，田植作業の進行，さらには苗の損傷，活着にまでか

なりの影警をあたえている。

また古くから，「苗代半作」または「苗代７分作」とかいわれているように，苗作りは稲作に

おいて，もっとも重要な栽培技術の一つである。ところがその健諏成を主眼とした苗作りでは，

時には苗取作業が非常に困離になる場合もしばしばあった。そこで健全な苗が得られて，しかも

苗取労力の節減をはかる方法を見出だす目的で本研究を行なった。

なお、短期間の研究で究明すべき問題点も少なくはないが，一応ある程度の知見を得たので報

告する。

本研究を行なうにあたり，本学部農場長川合通資教授からは終始懇篤な御指導を賜わった。な

お文部技官永井徳重氏の御協力を得た。またマット等の資材は愛媛県経済連より提供された。こ

こに以上のかたがたに厚く感謝の意を表する次第である。

賦験材料および方法

１材料および試験区の設計

水稲品種，金南風を供試し，種籾は予措として比重１．１３の塩水選と，ウスプルン１０００倍

液による消毒を行なった。苗代の土性は壌士で，減水深は１日当たり５～６噸であった。苗代

様式は不耕起折衷練苗代とし，播種床の巾130噸，踏切溝の巾３０呪深さ２０ｍ,とした。肥料

は〆当たり，硫安３０９，塩加1５９，菜種油粕８０１，で合計成分量Ｎ：１０．４９，ＰｈＯ５：１０１

Ｋ２０：１０１とした。

播種は５月１１日（１９７２）に〆当たり乾燥籾として１３０９を全面散布とした。種子の被覆に

は焼籾殻（厚さ１．０ｍ）を用いた。苗代日数は３９日であった。

試験区の構成は次のとおりである。
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Ａ慣行区：標準区とした。

Ｂ・有孔マット区：播種床に有孔マットを敷設した。

Ｃ・有孔マプト＋砂区：播種床に砂を厚さ１ｍ程度に敷き土と混和後，地均しを行ない，

その上にマットを敷設した。

Ｄ・有孔マット＋焼籾殻区：播種床に焼籾殻を厚さ１師程度に敷き，土と混和後，地均し

を行ない，その上にマットを敷設した。

各区の面積は２５．０〆で，１区制とした。

２有孔マットの使用方法と育苗方法

（１）有孔マプトの特性

有孔マットは，厚さ0.03廊凧巾125醜で，孔径2.0”の孔を１，２に１個あて配した白色

ポリエチレン製のマプトである。

（２）播種床作り

板材(3.0×12.Ｑ×160.0唾）で，播種床面の均平と硬度の均一をはかって土均しを行な

った。

（３）有孔マプトの敷設方法

有孔マットを播種床に良く密着させ，先端より徐均にたらしながらたるまないようにして

敷設した。その後，有孔マットの孔より軟泥（間土）が，３～４１W廓程度にじみ出るように，

丸棒または丸管（径５～６clw）で，軽く鎮圧した。

（４）育苗管理

播種後，約１０日間は，踏み切り溝の水位をマット上１”程度に保ち（焼籾殻の流動がない

よう），種籾の乾燥防止と，出芽の均一をはかった。以後は水位をマット下’～２ｍ程度に

し，間断溜水とした。

３労働時間の調査方法

苗代の整地，播種．管理作業は１区25”あての所要時間を測定し，また苗取作業時間は，ス

トププウオッチを用いて．生育の中庸な所２ケ所（271f)について測定し，その平均値を求め

た。

試験結果および考察

６月１９日における水稲苗（３９日苗）の草丈および葉令，乾物重，乾物重／草丈比率を第２表

に示す。

第２表有孔マット敷設が水稲苗の生育におよぼす影響

試験区

慣行区

有孔マツ卜区

有孔マット＋砂区

有孔マット＋焼籾殻区

註測定日
苗代日数

２２．７１００．０

２６．３１１５．９

２５．６１１２．８

２８．２１２４．２

６月１９日
３９日

２４

５．２１００．０

５．４１０３．８

５．４１０３．８

５．８１１１．５

５１．０１００．０

５６．０１０９．８

５８．０１１３.７

５７．０１１１．７

２．３１００．０

２．１９１．３

２．２９５Ｊ７

２．０８７．０
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第４表慣行区と有孔マット区の所要労働時間の比較
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は，慣行区で21.6分・有孔マット区は24.1分であり，有孔マット区は10％程度多く要してい

る。これは，有孔マットの密着の程度を良くするため，播種床面に露出している稲株，雑草等を

除去したことによる。次に播種作業に要した全所要時間は，慣行区の３８．６分に対し，有孔マプト

区は４９．５分で，有孔マット区は30％程度多いｏこれはマット敷設と鎮圧作業によるものである。

管理・苗取作業については，慣行区６時間10分，有孔マット区４時間４分で，有孔マット区は

３５％程度所要時間が短縮されている。このことは手取除草ならびに苗取時間が著しく短縮され

たことによる。

以上合計すると，苗代作業の合所要時間はj慣行区で７時間10分，マット区は５時間17分で

あり，全体として有孔マット区は約２時間，比率にして３０％程度も所要時間が短縮された。そ

の理由は，整地，播種作業では有孔マプト区が若干時間を多く要するが除草および特に手間のか

かる苗取作業では著しく所要時間が短縮されたことによる。このように田植作業に次いでこの時

期の労働の主体をなす苗取作業が，有孔マットの敷設により，所要時間が著しく短縮されたこと

は，省力化の点においてこれまでの方法(')より更に一歩前進したものとして注目に値いするもの
といえよう。

次に時間当たり苗取赴の比較を第５表に示す。これによると慣行区の2.1k9に対して，有孔マ

ット区は3.5k9で167％程度の採苗没を示し〆著しい苗取の能率向上が認められた。
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第５表時間当苗取量の比較
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以上述べたように，有孔マットを苗代に敷設すると苗の生長が若干進んで，充実度が低くなる

傾向がないではないが観察によるとほとんど生育障害はなくて，苗取労力は著しい節減が認めら

れた。今後，有孔マットは苗取作業の省力化をはかる資材として，かなり有望視されるものと思

われる。

そこで有孔マットの使用にあたり，特に留意すべき事項と，その特長をあげてみると次のとお

りである。

１有孔マットの密着の良否が籾種子の出芽，苗立歩合におよぼす影響は極めて大きい。すなわ

ち有孔マットが捲種床面に密着の状態におかれた場合には種籾の偏在と出芽の不斉一は全く

認められない。しかし密着不良の状態におかれると，播種床面とマットに空間が生じてマット

が弾力性を帯びた状態になり，種籾のはねあがりとなり，種籾の分布は不均一になる。そし

て出芽後はむら出来となり，乾燥害によって苗立歩合の低下の原因ともなる。したがってマッ

ト敷設にあたっては，露出された稲株，雑草等を除去し凹凸のないように均一に整地をするこ

とがもっとも大切である。

２間土（マット孔より湧出する軟泥）の萱は，厚すぎると苗の引き抜き抵抗は大となり，薄す

ぎれば乾燥し易いので，３～４ｍ届程度の厚さになるように鎮圧する。

３播種後，約１０日間の籾種子は不安定（発根量の不足）な状態であるので，大雨によってマ

ット上の種籾の流出，流動が懸念される。これの対策としては，被覆されている焼籾殻の上に

砂または土を３～４加廓程度施す｡

４マプトの敷設で雑草の抑制効果は顕著に認められる。

５有孔マプトで生育した苗はすべて１～２ｍ程度の長さに断根され田植時には根がからまない

ため，植付は容易である。

摘 要

本試験は1972年愛媛大学農学部附属研究農場水田において，水稲金南風を供試し，苗代におけ

る苗取の省力化をはかる目的で，有孔マットを使用し，これを慣行法による折衷練苗代と比較し，

苗の生育，所要時間などについて考察した。その結果の概要は次のとおりである。

ｌ有孔マプトは厚さ0.03”，巾125ｍで孔径２．０”､の孔を１，２に１個あて配した白色ポリエ

チレン製のマットである。

２有孔マットで生育した苗はなんら障害は認められなかった。

３苗の生育は有孔マット区が苗丈，葉令，乾物重ともに大であった。乾物重／草丈比率は有孔

マット区が小であった。

４苗代の全所要労働時間は慣行区が７時間10分，有孔マット区は５時間１７分となり有孔マッ

ト区は２７％程度，労力の短縮が認められた。

５労働１時間当たりの苗取仕は慣行区で2.1k９，有孔マット区は3.5A9であって，後者が著し

２７



献文

金関四郎：農及園３６：１８０３（1961）

松島省三他１名：農及園４４：６４１（

高橋恒水他１名：農及園４６：８７３（

寺中吉造：農及園４５：６３１（1970）

山根国男：農及園４５：７８７（1970）

，
，
７
Ｊ
１

１
２
３
４
５

：６４１（1969）

：８７３（1971）

２８

く多く，苗取能率の向上が認められた。
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